
 

 

論文審査結果の要旨  

学位申請者氏名  手島  陽子  

 

論文の題名と内容は以下のとおりである。  

小学生、中高生、大学生の調理への関わりと自立  

自立は青年期の発達課題である。2000 年代初頭より、若者をめ

ぐる自立の問題は深刻化し、これに対処していくことが喫緊の課

題となっている。本論文は、この自立に焦点を当て、学童期、中

高生、大学生の調理への関わりが、自立の発達にどのような影響

を及ぼすかを明らかにすることを目的とした。併せて、自立支援

の一環としての調理の可能性を示すことを目的とした。そのため、

学童期、中高生、大学生を対象とした 3 つの研究により、それぞ

れの時期における調理への関わりと自立との関連について、家庭

の食環境を含めて検討した。  

1.  第１研究  

第 1 研究では、学童期の調理への関わりと家庭の食環境をクラ

スタ分析により分類し、学童期の調理への関わりと、大学生にな

った時点での自立との関連を分析した。その結果、学童期の調理

への関わりは、自立の 2 領域、すなわち「協調的対人関係」と「生

活管理」と、正の関連を示すことが示唆された。協調的対人関係

とは、他者への配慮や円滑な人間関係を構築する力を指し、生活

管理とは、金銭管理や健康管理を含む日常生活を主体的に運営す

る力を示す。調理には、協働作業や、他者への配慮を通じて他者



との関係性を深める側面があり、これが「協調的対人関係」を促

進したと推察される。また、調理には計画、買い物、後片付けと

いった実践的生活技能が伴うため、これが「生活管理」を促進し

たと推察される。これらのことから、学童期における調理への関

わりは、大学生の自立まで長期的な影響を及ぼす可能性が示唆さ

れた。  

2.  第２研究  

第 2 研究では、中高生を対象に、調理への関わり（調理への

志向性、調理技術）が、自立（家庭生活自立、社会的自立）に

及ぼす影響をパス解析によって検討した。その結果、調理への

関わりは家庭の食環境と正の相関をもち、「家庭生活自立」や自

己肯定感を介して、「社会的自立」に正の影響を及ぼすことが示

された。さらに、社会的自立を下位尺度に置き換えた分析で

は、特に「自律協調性」への影響が明確に示された。第２研究

の中高生における家庭生活自立は、第１研究における大学生の

生活管理と、また、第２研究の社会的自立の自律協調性は第 1

研究における協調的対人関係と、それぞれ共通する概念と捉え

られる。これらのことから、第１研究の結果は第２研究により

支持されたと考えられる。  

さらに、第 2 研究では次の 2 点が示された。 1 点めに、家庭の

食環境における「食の教育」や「共食コミュニケーション」

は、調理への関わりや自立と強く関連していた。特に中学生で

は、これらの変数が社会的自立に及ぼす影響は高校生よりも顕

著であることから、発達時期により、家庭の食環境が自立に及

ぼす影響の程度は異なる可能性が示唆された。 2 点めに、女子で



は、作り手からの「料理への配慮」や、調理への好感度や意欲

を表す「調理への親和性」も社会的自立に影響を及ぼす要素で

あったが、男子にはこのことが示されなかった。以上より、調

理は生活的自立と社会的自立に影響を及ぼす可能性があること

が示された。また、子どもが調理を「手伝いたい」「自分でやっ

てみたい」といった意欲を示した際に、その意欲を実際の行動

へとつなげられるよう、調理に支援的な家庭の食環境を整える

ことが重要であると示唆された。   

3.  第３研究  

第 3 研究では、女子大学生を対象に、調理への関わり（調理頻

度、調理技術、調理への志向性）が、自立（家庭生活自立、総合

的自立とその下位尺度）に及ぼす影響を検討した。対象者を専攻

（栄養系、非栄養系）と居住形態（自宅、自宅外）により 4 群に

分けた。群間で調理への関わりの得点を比較した結果、自宅外の

方が自宅より高いことが示された。さらに各群を調理への志向性

により高群と低群に分け、群間で家庭生活自立及び総合的自立の

得点を比較した。その結果、調理への志向性の高群は低群より 、

家庭生活自立、総合的自立、並びにその下位尺度（協調的対人関

係、主体的自己、生活管理）が高いことが示された。次に、パス

解析では、調理への志向性は、中学生の頃の家庭の食環境から影

響を受け、調理頻度や家庭生活自立を介して総合的自立に影響す

るモデルが示された。さらに、総合的自立を下位尺度に置き換え

たパス解析では、調理への志向性が主体的自己、生活管理、協調

的対人関係、肯定的自己に影響を及ぼすことが示され、それらの

総合効果は、自宅外の方が自宅よりより大きいことが示された 。



この背景には、自宅外の調理への関わりが自宅より多いことがあ

ると考えられた。また、自宅外に居住する大学生においては、中

学 生 の 頃 の 家 庭 の 食 環 境 が 現 在 の 調 理 頻 度 に 影 響 す る こ と が 明

らかとなり、家庭の食環境の影響が長期に及ぶ可能性が再確認さ

れた。以上より、第 3 研究の結果もまた、第 1 研究の結果を支持

するものと考えられた。  

4.  総括  

これら 3 つの研究より、学童期、中高生、大学生の調理への関

わりは、中高生、大学生の自立に対して、重要な役割を果たすこ

とが示唆された。すなわち、調理への関わりは、生活的自立（家

庭生活自立、生活管理）と社会的自立（協調的対人関係、自律協

調性）に対して、いずれの発達時期においても一貫して正の影響

を及ぼす可能性が示された。また、調理への関わりと関連する家

庭の食環境（共食コミュニケーション、料理への配慮、食の教育）

は、短期的にも長期的にも自立に影響を及ぼすことが明らかにさ

れた。本論文の結果は、今後の家庭教育や学校教育における調理

支援の意義を示すものであり、発達時期に応じた調理機会の提供

と家庭の食環境整備の必要性を示唆するものである。  

 

上記の論文について審査会で審査員から、次のような指摘があ

った。  

（ 1）題名を変更する、（ 2）調理の意義についての記述に関して、

発達段階順に修正する、（ 3）第１研究で幼児期の調理心理と調理

行動の結果を表にする、（ 4）付表はすべて表にする、（ 5）論文の

栄養学的意義を明記する。  



 

上記の指摘をすべて修正し、博士論文としてまとめた。  

 

以上のことから、本論文は博士（栄養学）の学位の授与に値す

るものと認められる。  
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